
知ってる！？『カブトムシの豆知識』

① カブトムシは日本で一番大きな甲虫である！？

② カブトムシも鳴く！？

③ 京王閣競輪場にもカブトムシがいる！？

（①と②についてはWikipedia参照）
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かつては日本最大の甲虫と言われていましたが、1983年に沖縄本島でヤンバルテナガコガネが発見され、

その座を失ってしまいました。しかし、いまだに「昆虫の王様」と称され子供達の人気を集めています。

にほんさいだい こうちゅう い ねん おきなわほんとう はっけん

ざ うしな こんちゅう おうさま しょう こどもたち にんき あつ

成虫は興奮した時や求愛行動中に腹を伸び縮みさせ音を出します。

これが一般的に鳴き声と表現され、「シューシュー」「ギュウギュウ」「ギュウィン・ギュウィン」 といった音です。

せいちゅう こうふん とき きゅうあいこうどうちゅう はら の ちぢ おと だ

いっぱんてき な こえ ひょうげん おと

京王閣競輪場の裏には多摩川が流れ、周囲を緑に囲まれています。

そこに住むカブトムシが夜になると競輪場の敷地内にも飛んでくる事があります。

カブトムシが住めるこの自然あふれる環境を、みんなで守っていきましょう。

けいおうかくけいりんじょう うら たまがわ なが しゅうい みどり かこ

す よる けいりんじょう しきちない と こと

す しぜん かんきょう まも


